
 

 
 

校長室より            第９０号 

「天空高き」      
 

平成２８年１２月１９日 

 

支え合う—上映会を終えてー 

「山口県ひとづくり財団」助成事業によるキ 

ャリア教育講演会で、映画「世界でいちばん美 

しい村」の先行上映会が行われました。 

 今回は宮本中学校長とのご縁もあり、写真家・ 

フィクション作家で、この映画を監督した石川 

梵監督にもお越しいただき、なぜこの映画を製 

作したのかなど、貴重なお話を聴くことが出来 

ました。 

 

昨年 4 月 25 日に発生したマグニチュード(M) 

７．８のネパール大地震によって、震源地に近い 

人口 4 千人のラプラック村の家屋等は壊滅的な 

打撃を受けました。 

日本も 5 年前に東北大地震が発生し、今も大 

きな傷跡を残し、復興もいまだ半ばですが、こ 

の映画からは、ネパール大地震の復興の様子を記録したものとは異なるものを感じま

した。 

 映像の至る所で、険しくも崇高なヒマラヤが出てきます。そして、厳しい自然条件

下で復興に立ち向かうラプラック村の人々。今の日本の生活と比べると何もないよう

に思えるラプラックの村の人たちは、家族を大切に、そして村人たちがお互いに助け

合いながら、懸命に今を生きています。 

 

映画の終わり近くで、少女を地震で亡くした家族が村を離れ、大きな町や首都カト

マンズで暮らしても、最後にはラプラック村に帰って来るシーンがありました。なぜ

彼らは故郷に帰ってきたのでしょうか。石川監督がこの映画のタイトルをなぜ、「世界

でいちばん美しい村」と命名したのでしょうか。 

世界でいちばん美しい村には、いま日本で失われつつある、目には見えない大事な

ものがそこにはいっぱい映し出されていたような気がしました。 

  

「明日世界が滅びるとしても、今日私はリンゴの木を植える」マルティン・ルター 
たとえ、かけがえのないものを失くしたとしても、それでも毎日を生きる。厳し

さに耐えて生きる。 

 
 



石川監督は、映画を通じて世界に訴え、かつて「世界一美しい」といわれた「天空

の村ラプラック」の人々がまた、笑顔で一緒に暮らすことができるようになるのが、

このプロジェクトの最終目標だと言われています。この目標が一刻も早く実現するこ

とを皆さんと共に願うとともに、今の皆さんにも何かお手伝いできることがたくさん 

あるのではないかと思いました。 

未來を切り拓く力をつける—ICT の活用ー 

校内を巡回していると、中学校を中心に 

電子黒板を使った授業が展開されています。 

 

 夏休みにＩＣＴ関係の工事が終了しました。 

中学校全教室に電子黒板（プロジェクター 

などを利用して黒板などの上にコンピューター 

画面を投影できるだけでなく、タッチパネルと 

同様に、ボード上での操作(付属ペンなどを使 

用した黒板同様の書き込みなど)をコンピュー 

ター上に入力できる）と移動可能な電子黒板も 

４台購入しました。そして書画カメラ（教科書等が拡大可能）７台も準備されました。

あらたにタブレット４０台が完備したＩＣＴ教室も整備されました。 

 

 ＩＣＴ（Information and Communication Technology）とは、情報・通信に関

連する技術一般の総称で、「情報通信技術」と訳されています。授業への ICT 活用で皆

さんの学習意欲や学力が向上したという事例も数多く発表されています。例えばゲー

ム感覚でドリルができたり、宿題を提出できたりすれば、楽しんで勉強できる。また、

知りたいと思ったモノに対してその場でアクセスできるということは、学習意欲を満

足させる意味で効果的だろうと思います。 

 将来的には、昔でいうところの「読み書きそろばん」と同じレベルに、IT スキル（技

能）／リテラシー（知識・能力）が来る社会が訪れると思います。ＩＣＴが我々の生

活の中でどのような役割を果たし、それをどのように活用するかが大事になります。 

陸橋—学園を見渡して５４年間— 

 

 

 
この陸橋からは高水学園を一望に収めることができま 

す。また、学園の四季の移り変わりを日々観察すること 

ができます。そして、尾津の蓮田や瀬戸内海に浮かぶ小 

 

 

昭和 39 年卒業アルバムより 



島、空気が澄んでいるときには四国の霊峰石鎚山も眺めることができます。第 7 代校

長の山本眞喜雄先生は、元旦にはここで毎年初日の出を拝んでおられました。卒業 

アルバムのクラス写真等でもここは当時から人気スポットになっています。私も大好

きな場所の一つで、憩いの場所でもあります。 

この陸橋は昭和３７年に完工しました。今は岩国短大と中・高等学校を橋渡しして

います。しかし、当時は岩国短期大学（昭和 56 年設立）は設立されておらず、今の

岩国短大の敷地には、体育館兼講堂・木造校舎 4 棟がありました。木造校舎 4 棟には

普通科・商業科と付属中の教室と図書室・理科室・簿記室・タイプ室・吹奏楽室など

がありました。第一校舎（昭和 37 年完成）には、商業科・家政科教室と音楽室・商

品実験室・被服、調理室・理科室などがありました。ですから、この陸橋は中学・高

校生が授業や学校行事、部活動での利用のために頻繁に使ってきました。だからこの

陸橋は生徒の安全安心のために頑強につくられ、今もしっかり我々を見守ってくれて

います。 

神ってる！—２０１６流行語大賞— 
その年話題となった新語・流行語 

を決定する、年末恒例の２０１６新語 

・流行語大賞が１２月１日に発表され、 

「神ってる」が年間大賞に選ばれまし 

た。 

 プロ野球で 2 試合連続サヨナラホー 

ムランを放った広島カープの鈴木選手 

を緒方監督が「神ってる 」と形容して 

評し、注目を集めていました。今年広 

島カープは２５年ぶりにセリーグ優勝 

を果たしましので、その話題性も加味 

して、個人的には大賞にふさわしいと 

思いました。皆さんだどうですか。 

 同賞は１年の間に軽妙に世相を表現している‶言葉″、広く大衆の目や口、耳をにぎ

わせた“言葉″から選出されます。 

過去１０年間の流行語大賞を前ページに掲載しましたが、多くはスポーツ・政治・

お笑いの世界からです。それだけ皆さんの関心度が高いということでしょうか。 

２４節気  
大雪（たいせつ）12 月 7 日頃 朝夕には池や川に氷を見るようになる。大地の霜柱を踏 

むのもこの頃から。山々は雪の衣を纏って冬の姿となる頃。 
冬至（とうじ）12 月 22 日頃  一年中で最も夜の長い日。この日より日が伸び始めるこ 

とから、古くはこの日を年の始点と考えられた。冬至南瓜や柚湯の慣 
習が残る日。 

  

2006 年「イナバウアー」「品格」 

2007 年「どげんかせんといかん」「ハニカミ王子」 

2008 年「アラフォー」「グ～！」 

2009 年「政権交代」 

2010 年「ゲゲゲの」 

2011 年「なでしこジャパン」 

2012 年「ワイルドだろぉ」 

2013 年「今でしょ!」「お・も・て・な・し」 

「じぇじぇじぇ」「倍返し」 

2014 年「ダメよ～ダメダメ」「集団的自衛権」 

2015 年「爆買い」「トリプルスリー」 



 

「志」は、世の中や自分自身への希望や信頼があってこそ持てるものです。心が元気

になるよう体験をたくさんしてください。  山口市立川西中 久保田裕三校長講評 

山口県教育 12 月号 


